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ヒトデラーパとその付着に関する調査
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は じ め に

近年､ホタテガ イの採苗器に付着したヒトデによる椎貝の食害が問題となっているが､陸奥湾に

おけるヒトデの生態については若干の知見があるだけである｡本調査は､ヒトデの生態のうち浮遊

期間から付着時期までの解明を目的におこなった｡なお､これはホタテガイ天然採苗予報調査の一

環として､ホタテガイラーバ調査と同時に実施したものである｡調査に協力された､青森市水産指

導センターおよび漁協 ･研究グループの方々に厚くお礼申し上げる｡

調 査 方 法

1 ラ ー バ 調 査

昭和56年 4-6月に､図 1に示 した湾内33点で､計11回試料の採集をおこなった｡採集は､口径

30mあるいは20mのⅩⅩ13プランクトンネットを使用 し､水深10mから表面までの垂直曳きをお

こなった.ラーバは､発生段階別 ･体長別に出現数を数え､1m3当りに換算 した.

2 付 着 調 査

青森市野内沖36mに設置した延縄施設(図1)を使って､水深8･10･15･20mの4層にそれ

ぞれホタテガイ用の採苗器を垂下 した｡調査期間は5月25日から6月15日までで､1週間ごと､

図1 ヒトデ ラ



表1 ヒトデラーバの出現数

調 査 結 果

1 ラ ー パ 調 査

表1にヒトデラーバの出現数を､

図2にヒトデラーバの発生段階別

出現数の変化を示した｡

ヒトデラーバは4月中旬からみ

られ､5月11-13日の調査でm?当

り162.9個出現 しピークとなり､

それ以降減少した｡発生段階別に

みると､ピピンナリア幼生が最も

多く､5月11日～13日にmS当り144.3

個出現している｡

これは､のう腫期及び繊毛幼生期

は小型でプランクトンネットを通

りぬける可能性があるためと､形

状からの判別がむずかしいためと

思われる｡又､ブラキオラリア幼

生は､後述する付着調査から変態

後下層へ移動するためではないか

と思われる｡

2 付 着 調 査

表2にヒトデの付着調査結果を

示した｡

(個/材)

月 日 発生段階別出現数 (個/′nf)
の う 繊 毛 ピピンナ ブラ

キオ 計旺 期 幼生期

リ ア 期 ラリア期4月7日4月13日4月19-22日4月27-28日5月1-6日5月11-13日5月18-20日5月25日6月 1-4日6月8-1川6月15-17日 004.11.20.53.21.70.7000 02.5ll.46.33.87.16.4l l'71.40ioI .03.714.5lb.4144.322.76.614.73.72.6 00001.28.34.00.61.70.10 02.519.222.024.9!136:

:



付着がみられたのは､一週間間隔

では5月25日に垂下し6月 1日に

取り揚げた採苗器と､6月 1日に

垂下し6月8日に取り揚げたもの

であった｡2週間間隔では､同じ

期間である5月25日に垂下し6月

8日に取り揚げた採苗器であった｡

これは､図2の出現数が減少した

時期と一致しており､このことか

ら今年の付着盛期は5月下旬から

6月上旬と推定される｡

水深別にみると､15m､20mに

はみられたが水深が浅い8m､10

mには付着していなかった｡

表2 ヒトデ付着調査(野内沖 )

垂下月日 調査月日 1 週 間 垂
下8 m lO m la m

2O m5月25日6月1日6月8日 6月1日6月8日6月15日 価/隻 個/貸 個///負 個////袋000 000 210 600

垂下月日 調査月日 2 週 間 垂

下8 m 10 m 15 m 2U m5月25日 6月8日 個/瑠

個/頂 個/袋4 個/′袋5お わ り に採苗器はホタテガ イだけでな

くヒトデの採苗も行っていることになり､これは採苗器内のホタテ椎貝の食害問題だけでなく､この椎ヒトデを海にすてることによりヒト

デ資源が増加 し､地まき貝の食害問題をも引きおこしている｡.全湾規模でのヒトデラーバ調査

は今年が初年度であり調査方法等に改良の必要があると思われた｡たとえばもっと深い水深からの

垂直曳きを行う事､産卵期からの一連の調査を行うなどであり､これらによって迅速で




